
１．あなたの性別を教えてください。

男性 26 38%
女性 42 62%

２．あなたの職種を教えてください。

医師 14 21%
歯科医師 2 3%
薬剤師 5 7%
看護師 20 29%
ケアマネジャー 11 16%
保健師 2 3%
MSW 7 10%
PSW 0 0%
栄養士 1 1%
セラピスト 5 7%
その他 1 1%

平成29年度第2回多職種連携研修会
病院＋在宅＝地域医療連携研修会　　アンケート結果

アンケート回答者　６８名
出席者　　　　　　　９３名

日　 時　　平成29年9月27日（水）　18時30分～20時35分
場　 所　　福岡輝栄会病院　東館（浪川ビル）３階　会議室
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３．今回のような研修会へのご参加は何回目ですか？

はじめて 29 43%
2回目 14 21%
3回目 2 3%
4回以上 12 18%
10回以上 9 13%
無回答 2 3%

４．今回の事例は今後の業務に役立ちそうですか？

役に立つ 60 88%
まあ役に立つ 6 9%
普通 2 3%
役に立たない 0 0%
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４．の理由
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在宅にもどるのを不安に感じている利用者、家族に対して安心できる言葉かけや関われる機関で
の連携を図る事が大切だと改めて理解することができた。

顔の見える連携につながる。色々な立場から意見が聞けた

勉強になります。日頃の支援に役立てたいです。ありがとうございます。

多職種で話ができてよかった。

職種により捉え方が違い、視点の違いがわかった

患者様の生活全体を考えるきっかけになりました

講演：ポイントを押さえた内容であった。グループワークはKJ法で皆が参加できて良かった。

それぞれの立場からの意見が聞ける

知らなかった在宅サービスを知ることが出来た

和田先生の講演が大変分かりやすく良かったです

介護サービスについて理解が進んだ

多職種での意見交換で、気づかないところ意見が聞けてよかった。他のグループの発表も聞けてよ
かった

他職種（医療にかかわる）の人の色々な意見が聞ける。知り合えるため、連携がとりやすくなる

他部門の方の意見が聞けたこと

様々な職種の方がそれぞれの目線で意見をだしあうことができた

退院前カンファなどでしかお会いできない方々と意見交換ができた

介護保険やサービスの知識に乏しかったので

MSWとしては通常考える範囲のものでした。ただ在宅に関わらない病棟スタッフ等にとっては役に
立つものだったと思います。

他職種の考えが少しわかった

退院後の支援がよくわかった。多種の活動内容等

クリニックの医師や薬剤師の方の在宅に対する考えがきけたこと

多職種との討論は色々な話が聞けて、勉強になる

多職種でディスカッションできる

多職種と意見をかわすことで、知らないことも学べた。

多職種のアイデアがとても身近につながり参考になった

自身の経験からは提案できないプラン支援等の意見があり、勉強になった。

大変勉強になりました

同じ医療圏の多職種が集まったこと

他職種の方と議論することによって、他面的な視点を知ることが出来た

多職種の様々な視点で意見交換できるのでとても参考になりました。

今までよくわからなかったので

他職種との意見交換

いつも感じることですがグループでの議論の時間が短いので尻切れトンボになってしまう

多職種が同じ考えをもっていること、又違った視点で問題と考えていることが分かり有用でした。

それぞれ専門の意見を伺うことができた

医師、ケアマネジャー等それぞれの視点からの意見が聞けた
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５．講演時間はいかがでしたか？

長い 1 1%
やや長い 6 9%
ちょうど良い 57 84%
やや短い 4 6%
短い 0 0%

６．今後、取り上げて欲しいテーマについてご記入ください
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いろいろな多職種の方々の意見や考えを聞けて考えが広がりました

多職種・多機関のGWがKJ法により成功したと思います

グループワークで色々な職種の方の異なる視点からの意見が聞けて参考になった

病院在宅の連携に繋がる

医療側からみた介護の内容等について、連携の図り方など

病棟医が在宅医療で出来ることをどこまで知っているのか知りたいです。

疾患別（認知症・がん患者など）の退院支援・連携について

身近な事例だった

病院と顔の見える連携を図ることができると思うため

在宅医療について改めて考え直す機会が得られた。

顔の見える関係

和田先生のお話がきけたことがよかったです。またグループワークが大変勉強になりました。KJ法
は初めておこないましたが、問題点が整理しやすく今後に生かしたいと思います。

集まった職種により視点が違うところがわかった

とても魅力的なグループワークでしたがオブザーバーだったのであまり話せず残念でした

多職種の話が伺うことができ、多面的に検討することができました。注目点が異なることも参考にな
りました。

様々な意見を聞けてよかった。在宅スタッフの視点もきけてよかった

HOT

在宅がん診療について

退院前訪問、カンファレンス

このようなグループワークが楽しい

看取り

地域連携

本人意向をどう汲み取る尊重するか
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７．今回の研修会や当院へのご意見、ご要望をお聞かせください。
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16 本人の意向の引き出し方、「目標の共有化」をテーマにするといいと思います

今後も機会があれば参加したいと思います。事前準備などありがとうございました。少し寒かったで
す。

GWに入れなかったのが残念です。講演を聞く際は、今回のような配置でも良いのですが、GWの時
は各グループに振り分けて全員参加で望みたかったです

勉強になります。日頃の支援に役立てたいです。ありがとうございます。

他職種との方との意見が色々聞くことが出来学びになりました。ありがとうございました。

要介護の利用者（特に認知のある方）の外来受診の主治医・先生との関わり方、連携のとり方につ
いて等

在宅と病院の同じ職種の連携（例）院内外、薬剤師、PT、OT、NS等

在宅緩和症状コントロール

第3回リハビリもぜひ参加したいと思います

お疲れ様でした

あたらしい病院が出来るのを楽しみにしています。地域へひらかれた病院として在宅に取り組んで
いただきたいです。

在宅への退院を視野にいれ、退院支援を行っていこうと思いました。

全員の意見をあつめディスカッションできたのがとてもよかったです。問題点→サービス→生活の視
点で大きく変わるのでそのきりこみ方も広がりがあると思います。

大変勉強になりました。ありがとうございました。

とても楽しそうなグループワークでした。

ありがとうございました。楽しく学べました。

ありがとうございました。

会の発展が著しいことを実感しました

また地域の研修会の場を作って欲しい。開かれた会場として利用させて頂きたい

医療安全・医療事故クリニックの現状では難しいところ、色々勉強させていただきたいです
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